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外国籍住民の福祉課題への相談支援、              

住いがない要支援者への居住福祉 

空き家を改修した居場所と地域づくり 
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シェアハウスから緊急一時支援施設へ 

 シェアハウスを運営しはじめると多様な課題を持つ方が入居するようになりました。身を寄せていた友

人宅や会社のアパートから出ることになるなど行き場がない世帯が５組、刑務所や入管収容施設を出たが

行き場ない人が４名、家に引きこもっていたが社会にでようとした日本人３名、DVで家を飛び出した母

子が６組、難民申請中で住まいがない家族が４組、短期の住まいとして借りた外国籍の方が２名などが利

用してきました。日本人であれば児童相談所が保護する未成年も、言葉や文化に対応するために保護して

きました。下図にあるように、コモンズの建物はシェアハウスというよりは多様な課題に直面した人が人

生を再出発するための場として機能しており緊急一時支援施設であると位置づけが変わってきました。 

１ 場の提供 常総水害をきっかけにはじめた空き家の福祉転用 

2015年の鬼怒川洪水からの常総市の復興を考えたとき、地域に増えた空き家と、この地に暮らす人の多様性を

生かすことがテーマになると考え、茨城NPOセンターコモンズは、古い診療所と医者の住宅だった空き家を、

コミュニティカフェ、多文化保育園からなる「えんがわハウス」に改修しました。さらに4つの建物も改修

し、住まいに困っている人が助け合って暮らせるシェアハウスをつくったり、改修したアパートにもシェル

ターとなる部屋をつくってきました。住まいの提供のほか、移動支援や生活や就労の支援も行ってきました。 

４つのシェアハウスには14の居室があります。トイレ、

風呂、キッチンなどは共用です。家賃は25000円～35000

円。電気・水道・ガス・WIFIなど共益費が10000円。 

初期費用はかかりません。 

家族向けの２Kのアパートがあります。家電製品、布団は

そろっています。駐車場あり、駅に近いです。 

1ヶ月以上入居の場合、不動産会社との直接契約。家賃45

千円。初期費用家賃2ヶ月分。電気・ガスは個別に契約。 
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２ 対人支援 居場所の提供と合わせて行っている寄り添い型の支援 

① 就労支援     カフェでの調理や接客のトレーニングや、保育園での保育補助は、障がいのある人や   

           引きこもっていたなど一般就労が難しい若者の福祉的就労の場となっています。 

② 次の居場所さがし 福祉的ニーズが高い人は、障がい者グループホームや母子生活支援施設へ転居支援。 

③ DV被害家族支援  DVで子連れで避難した世帯には、母に対しては就労先探し、児童扶養手当や住居確 

           保支援金、就学援助など経済的支援制度への申請支援をします。離婚の調停や裁判 

           が必要な人には弁護士を紹介します。子に対しては、幼児であれば保育園で保育をし    

           たり、就学年齢であれば小中学校、特別支援学校に入るのを支援します。 

④ 福祉医療支援   住居を提供することで、居住地が定まり、生活保護が受給できたケースが８組ありま 

           した。また難民申請中で特定活動３か月の場合、在留カードが持てず住民登録もでき 

           ませんが短期間の国民健康保険に加入することはできます。入管収容所を医療目的特 

           定活動という在留資格で退所できた人は、日本でしか医療が受けられませんが、就労 

           が認められないにもかかわらず生活保護申請が却下されました。そのため家賃、生活 

           費、医療費もすべてコモンズや支援者の支援でなんとかしています。頻繁に通院が必 

           要で、コモンズの移動支援を利用を活用して送迎しています。 

⑤ 入管手続き支援  DVを受けた外国籍女性への支援では、家族滞在から就労できるビザに変更したり、 

           配偶者ビザから離婚後に定住ビザに変更する、難民申請中の特定活動の人が特定 

           技能の試験を受けて就労資格が受けられるかチャレンジするのを支援してきました。 

⑥ 帰国支援など   日本に滞在するための方策を模索しても出口が見つからない場合は帰国の支援もして 

           きました。 

DVで避難している家族、未成年、ヤングケアラー、障がい

のある子と家族、生活保護、心の病、妊婦、非正規滞在、

高校進学、在留資格変更など、コモンズがかかわった相談

事例を紹介。相談支援に関心のある方向け 

4つの空き家でシェアハウスをどうつくり、どう運営

したかの記録です。改修などハード面ではなくソフ

ト面の開設プロセスや入所者に行った伴走支援、支

援を通じて見えた課題などを紹介しています。シェ

アハウスや居住福祉に関心のある方向け。 

多
文
化
ソ
ー
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ャ
ル
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す
る
書
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３ 人材の育成 多文化ソーシャルワークの普及と実践 

外国籍の要支援者への支援を多文化ソーシャルワークといいます。言葉の壁だけでなく、日本と母国で文化

や制度が異なることや、在留資格によって活用できる福祉制度が異なることを踏まえた相談支援をします。 

 この実践で重要になるのが、相談者の宗教や文化的背景、立場を理解してわかりやすく通訳をする外国人

ピアサポーターと、多機関の連携です。多くのケースは、経済的問題、法的問題、在留資格に関する問題、

医療福祉に関する問題など複合的な課題を有しているからです。 

ピアサポーター講座  

日本に5年以上暮らし日本語の会話ができ日頃から周りの外国籍の人の相談支援をしている人向けに、支援で

役立つ制度を学んでもらう講座です。社会保険、税金、教育、福祉、防災が主な内容になります。学んだ人

は相談会、福祉や教育の現場で有償で通訳をしています。今後は、介護に関する通訳、外国人防災リーダー

の育成にも取り組んでいきます。ピアサポーターによるポルトガル語 

での情報配信も行っています。 

 コモンズでは、ピアサポーターと共に、外国籍住民の視点で生活 

ガイドを作成しその翻訳は16言語まで増えてました。これらのガイド 

ブックを活用した企業や市役所どへの出前講座も可能です。 

多文化ソーシャルワーカー養成講座  

自治体の子ども課、母子保健、福祉、DV支援、病院、保育所、児相、 

社協、介護事業所など、多様な福祉現場で外国籍要支援者にどう福祉 

サービスをとどけるかが課題となっています。言葉の問題もあり、福 

祉制度を理解してもらうことは容易ではありません。また、その外国 

籍要支援者の在留資格によって、生活保護などの対象にならないケー 

スも出てきます。宗教的配慮が必要な場合もあります。そのようなこ 

とや、ピアサポーターや多機関との連携などを学ぶのがこの講座です。 

外国ルーツの子の教育に関する支援者向け講座 

教育分野では、外国ルーツの子の就園、就学、高校進学やキャリア 

支援、心のケア、特別支援教育に関する支援が課題になっています。 

教員、日本語教室ボランティア、スクールカウンセラーなど子ども 

関わる人向けのセミナーも行っているほか、教育委員会生涯学習課 

主管の訪問型家庭教育支援員向けの研修にも協力しています。 

 この講座でもその子と家族の宗教や慣習などで女子の教育機会が 

制限されたり、在留資格による進学面での課題が取り上げられます。 

コモンズでは、多文化保育園を運営しているのほか、未就学児向け 

プレスクール、途中来日の子向けのプレクラスも運営しています。 
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４ JICA筑波等と連携した多文化ソーシャルワーク普及、福祉機関の連携促進 

 2023年度はピアサポーター養成講座を5回、2024年度は多文化ソーシャルワーク講座を12回、JICA筑波と協

働して行いました。2025年度は、講座受講者と福祉の実践をしつつ、教育に関する講座も展開しました。 

近年取り組んできた連携支援 

①妊産婦支援・・・非正規や医療保険未加入の妊婦、ムスリムで女医でなければだめという妊婦の出産支援 

         で母子保健、医療機関、医療支援NGOなどと連携して出産支援。 

②児童支援・・・・児相と連携し難民申請中の家族に住居を提供し国保加入と就学、子の国籍取得を支援。 

         家をでた高校生を保護し第三国への移住を支援 

③DV支援・・・・・自治体と連携して家族を救出してシェルターで保護。経済的問題や在留資格の問題、離 

         婚に関する法手続き、子の転学、福祉施設への転居などを支援 

⑤技能実習生・・・職場で搾取やひどいいじめにあっていた人を支援団体と連携して救出したあとに保護。 

         心身の回復のための通院支援、日本語学習、地域との交流などを行い、労働問題が解決 

         した後に退所。 

⑥生活困窮者・・・ホームレス状態の家族を他の支援団体の依頼で受け入れ。日本での難民認定の可能性が 

         低いとなり第三国への移住を検討。最終的には帰国。 

⑦元入管収容者・・支援者からの依頼で、入管の収容施設を退所、または仮放免や監理措置などで出た後に 

         行き場がない人を受入れ、支援者と連携して生活や通院支援や日本語教育などを行う。 

⑧元受刑者・・・・刑務所を出た後に行き場がない高齢男性を受入れ、グループホームにつなぐ 

非正規滞在状態でも、①は入院助産制度を活用でき②も18歳までは児童福祉の支援が可能ですが、宗教や言

葉の問題が支援のネックになりやすいです。③は生活保護を受けるケースが多いですが、離婚により配偶者

ビザを失う女性の就労資格への変更支援が課題になります。⑤はユニオンと連携し福祉的課題と労働の課題

を解決しました。⑥⑦は生活保護がつかえず就労もできないために支援の出口をつくるのが非常に困難で

す。⑧は就労か福祉にどうつなぐかが課題です。外国籍の場合、帰国支援も重要になってきます。 
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５ 多文化共生の地域づくりに関する講師派遣、研修企画、視察の受け入れ  

茨城県常総市 人口：約61,180人
内外国人住民約6,400人
（外国人比率約11％）

令和1年 国籍内訳

常総市

外国籍住民の増加傾向
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コモンズ常総事務所がある常総市は、1990年の入管法改正以来、日系ブラジル人の方が多く住むようになり

ました。常総市を含む県西地域は子どもがいる外国籍世帯が多く、子どもたちが学びやすい環境づくりが重

要なテーマです。そこで、就学前の教育として多文化保育園を運営したり、小中学校に通訳を派遣したり、

高校進学と入学後の支援を行政と連携し行っています。常総市は０歳児の４人に一人は外国籍ですが、未就

学児の７割が不就園、就学状況不明の学齢児が80名もいるなど取り組むべき教育課題がたくさんあります。 

 その担い手を増やす取り組みとして、３で紹介した外国人ピアサポーターの育成を行い、地域で実践もし

ています。最近、常総市役所や市民の方々と多文化共生推進で取り組んだのは、ゴミの分別の周知を図るた

めのモデルとなるゴミステーションづくりで、これは大学生や子どもたちも参加しました。 

 また、多文化防災では、避難所開設訓練と避難訓練も行っています。実際の避難所を体験したり、何を

もって避難するか、どう災害情報を得るか、トイレ、電気、食料など家に何を備えるかを学ぶ活動を各地で

しています。この訓練は学校に出前で行うこともでき、毎年、夜間中学校の防災授業に協力しています。 

 こうした活動を発信すべく、国際交流団体、民生委員、スクールソーシャルワーカー、福祉行政関係者の

視察を受け入れたり、学生のインターンを受け入れたり、県内外に講師派遣も行っています。 

   外国籍住民向け避難訓練         ゴミステーションでの実験  多文化保育園と学習支援 
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６ 災害関連の活動 被災地の復興支援に関する情報発信と自主防災 

2015年9月の鬼怒川洪水では、コモン

ズ常総事務所も含め多くの家屋が浸水

被害にあい、人口流出が起きました。 

 発災時は外国籍住民も含め被災者の

生活再建支援に取り組みました。そし

て復興のテーマとして、多文化共生と

空き家を活用したコミュニティづくり

と自主防災に取り組んできました。 

 右の冊子は、常総水害の後の被災地

の市民に常総での経験を伝えるために

作成した冊子です。 

 被災することはつらいことですが、

空き家をカフェ、保育園、シェアハウ

ス、学習の場に改修することで、水害

前にはできなかった活動が生まれまし

た。そうした地域づくりの可能性と活

動する上で課題になることへの対応策

を紹介しています。 

 コモンズは、中間支援組織でもあり

ます。今後、県内福祉系ＮＰＯと災害

時に連携できるよう研修を行ったり、

ボランティア養成も計画しています。 

 今後は災害時に家をなくした被災者

に空き家を活用して居住支援する仕組

みづくりについても行政や関係組織と

連携して作ることを目指しています。 
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空き家改修 災害支援 学習支援 

７ コモンズが発信している情報 
 
１ 職員、ボランティア募集 

コモンズでは、外国ルーツの高校生の相談支援を行う人、

シェアハウスの住民や不登校のこどもなどによりそう人、

カフェで調理を行う人、保育士、教員�、 

経理や広報のスタッフ、移動支援のドライ

バー、駄菓子屋の店員を募集しています。 

雇用スタッフ、ボランティアを選べます。 

住み込みも可能です。 

求人は右をご覧ください。 

 

 

２ 庭で遊ぶこどもたち 

はじめのいっぽ保育園の庭で、外国ルーツの

こどもたちがどう遊びながら成長したかの記

録動画です。こんな保育に関心のある方、一

緒に保育を創りましょう。 

 

３ えんがわハウス ヒストリー 

えんがわハウスの取り組みを発信する新たな

サイトができました。 

  https://note.com/commons_joso 

 

４ えんがわカフェ 

えんがわカフェのランチメニューや活動 

を紹介するインスタグラムです。 

 

 

５ えんがわライブラリー  

えんがわカフェやハウスには多文化 

食、保育、福祉、災害復興、DIYに関する 

本が1400冊以上あります。図書コーナー 

にある本は右でご覧になれます。 

 

６ 外国籍住民と福祉 

多文化ソーシャルワーカー養成講座 

のこれまでの資料もご覧いただけます。 

 

 

７ 当事者発の情報  

外国人ピアサポーターが作成して 

YouTubeで配信しているポルトガル語で 

の大事なお知らせはこちらで 

コモンズの子どもの教育支援

と家族の支援は赤い羽根福祉

基金の助成を受けて活動して

います 


